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商品市況展望  

平成 24 年 8 月 19 日記 

日韓通貨スワップ協定、日本のメリットとは？＝為替王日韓通貨スワップ協定、日本のメリットとは？＝為替王日韓通貨スワップ協定、日本のメリットとは？＝為替王日韓通貨スワップ協定、日本のメリットとは？＝為替王    

Ｑ： 日韓通貨スワップ協定の日本側のメリットは何ですか？ 

Ａ： ありません。 

Ｑ： 円高を止める効果があるとか？ 

Ａ： 為替市場は数百兆円規模、円が絡む取引だけでも数十兆円規模の取引が毎日行われています。た

とえば昨年 8 月に日本は約 4．5 兆円の介入を実施しましたが、すぐに円高に戻りました。日韓通貨スワ

ップの限度額は現在約 5．4 兆円。もちろん一度に全額使われるわけではありませんから、その範囲内で

いくらか円売り取引が実行されたところで円相場への影響はほとんどありません。 

Ｑ： 韓国の破綻を防ぐことで、韓国と貿易している日本企業を助ける目的があるとか？ 

Ａ： どの国と取引するかは企業の自己責任です。一般論として、取引相手の破綻リスクに応じて取引

を縮小するのが企業経営の基本で、それでも多額の取引をしているなら企業のリスク管理に問題がある

と言わざるを得ません。 

Ｑ： 韓国が破綻した場合の日本への悪影響は放置するのですか？ 

Ａ： 過去のリーマン破綻やギリシャ破綻などのケースを想定すればわかりやすいと思いますが、海外

の大手企業や国家を日本が救済するのはまったくの筋違いですね。悪影響を受ける日本国内の民間企業

については、通常の企業・雇用対策により直接支援するほうが効果的ですし国民も納得できるでしょう。

なぜ、韓国の場合だけ、関連する日本企業を助ける目的で、韓国という国家を救済せよとの異常な理屈

が出てくるのか不可解です。 

Ｑ： ウォン安を止めることで韓国企業の攻勢に歯止めをかける目的があるとか？ 

Ａ： 日韓通貨スワップ協定は、普段のウォン安を止めるのが目的ではありません。危機的なウォン安

が発生した場合に、韓国を救済することが目的ですので、まったく関係ありません。 

Ｑ： アジア経済を安定化させる目的があるとか？ 

Ａ： 東南アジア諸国となら、そういう目的も意味があるでしょう。ただ、執拗に日本に高圧的な態度

をとる韓国の経済を、わざわざ安定化させてあげる必要があるでしょうか？ 

Ｑ： 領土問題と経済問題は別という見方もあるのでは？ 

Ａ： 経済的に援助してあげている隣人が、あなたの家に不法侵入したり毎日挑発してきたら、あなた

はどうしますか？ 日本は長年、韓国経済を守り全力で支援してきました。謝意を表明することもなく、

逆に日本を罵倒し続け、天皇陛下をも恫喝する国家を守ってあげる道理はないように思われます。（執筆

者：為替王） 

 

 オリンピックでの騒動から、韓国大統領の竹島上陸、天皇陛下への恫喝発言と続く昨今の日韓

関係で、日本国民のほとんどが嫌韓派になってしまったようだ。 

 当方は元々嫌韓派なので今更の感があり、この為替王なる人物が何者なのかも知らないが、す

ぐ出来る韓国制裁論として各所で取り上げられているのが｢日韓通貨スワップ協定破棄論｣だ。 

 ま、取りあえず戦争出来るわけではないのだから、スマートな形での経済制裁は一度やってみ

た方が良いだろう。これには大賛成である。大多数の国民はそう思っているはずだ。 
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〔貴金属〕〔貴金属〕〔貴金属〕〔貴金属〕    

〇東京金日足 

…削除済み… 

今週の金の値動き 

  8 月限（当限） 前日比 6 月限（先限） 前日比 

8 月 13 日 \4,081 7 \4,090 8 

8 月 14 日 \4,077 -4 \4,086 -4 

8 月 15 日 \4,061 -16 \4,071 -15 

8 月 16 日 \4,084 23 \4,094 23 

8 月 17 日 \4,128 44 \4,139 45 

金相場は、金相場は、金相場は、金相場は、先週号においては『長期スタンスの現物買いは増加しているようだが、短期張りの

先物市場ではファンドの持ち高は減少。よってもうしばらくは、横ばい・保ち合いの展開が続く

のだろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、4,000 円～4,100 円のもみ合い相場を、週末 2 日間の上げで上放れした状

況へと変化。その後の夜間取引でも確りであり、4,1504,1504,1504,150 円の高値まで記録円の高値まで記録円の高値まで記録円の高値まで記録である。 

 

先週号までずっとコメントした『今のところ、4,000 円以下は買っておけば取れる、4,100 円

以上は売っておけば取れる状況』は、これで変化したかもしれない。 

当方としては、もみ合いながら一度大きく下げる事を期待していたわけだが、徐々に強くなっ

た相場は一目均衡表の雲の上に顔を出し、今後今後今後今後 7/47/47/47/4 の高値の高値の高値の高値 4,1754,1754,1754,175 円及び円及び円及び円及び 6/76/76/76/7 の高値の高値の高値の高値 4,1834,1834,1834,183 円の円の円の円の

上値抵抗線を突破するようなら、上値抵抗線を突破するようなら、上値抵抗線を突破するようなら、上値抵抗線を突破するようなら、5555 月以降月以降月以降月以降 3333 ヶ月半続いたもみ合い相場から上昇相場へとトレンヶ月半続いたもみ合い相場から上昇相場へとトレンヶ月半続いたもみ合い相場から上昇相場へとトレンヶ月半続いたもみ合い相場から上昇相場へとトレン

ドが変わりそうだドが変わりそうだドが変わりそうだドが変わりそうだ。今のところソブリンリスクも影を潜めでおり、ちょっと相場は変わったかも

しれないと考えている。 

 

もしも本当に上昇相場に変わったのだとすれば、目標値はまず相対力指数の目標値はまず相対力指数の目標値はまず相対力指数の目標値はまず相対力指数の 70707070 ポイントオーポイントオーポイントオーポイントオー

バーバーバーバー。これだとこれだとこれだとこれだと 4,2004,2004,2004,200 円くらいか円くらいか円くらいか円くらいか。続いて続いて続いて続いて 5555 月頭の急落前の価格なら、月頭の急落前の価格なら、月頭の急落前の価格なら、月頭の急落前の価格なら、4,3004,3004,3004,300 円台円台円台円台。もみ合いのもみ合いのもみ合いのもみ合いの

高値高値高値高値 4,1834,1834,1834,183 円と安値円と安値円と安値円と安値 3333,886,886,886,886 円の上下幅円の上下幅円の上下幅円の上下幅 297297297297 円の倍返しなら、円の倍返しなら、円の倍返しなら、円の倍返しなら、4,1834,1834,1834,183 円＋円＋円＋円＋297297297297 円＝円＝円＝円＝4,4804,4804,4804,480 円といっ円といっ円といっ円といっ

たところたところたところたところ。 

つまり相場は、弱くて 4,200 円～強くて 4,500 円のラインまで騰勢を強めてくる可能性がある

という事である。 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京金一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 8 月 \4,506 8 月 29 日 \4,754 9 月 7 日 \3,808 

12 月 30

日 

\4,128 

2012 年 10 月 \4,229 

10 月 27

日 

\4,652 2 月 27 日 \3,808 

12 月 30

日 

\4,132 

2012 年 12 月 \4,037 

12 月 26

日 

\4,654 2 月 27 日 \3,808 

12 月 30

日 

\4,136 

2013 年 2 月 \4,654 2 月 27 日 \4,654 2 月 27 日 \3,885 6 月 4 日 \4,139 

2013 年 4 月 \4,307 4 月 25 日 \4,342 4 月 27 日 \3,886 6 月 4 日 \4,139 

2013 年 6 月 \4,023 6 月 27 日 \4,175 7 月 4 日 \3,940 7 月 24 日 \4,139 
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〇NY 金日足 

…削除済み… 

週末週末週末週末 8/8/8/8/11117777 のののの NNNNYYYY 市場は市場は市場は市場は、、、、前日比前日比前日比前日比 0.20.20.20.2 ドルドルドルドル高高高高のののの 1111666611116.36.36.36.3 ドルドルドルドルでの終了での終了での終了での終了。為替は 79 円 50 銭台と円

安であり、国内換算では 15 時半比 7 円高である。 

    

チャートチャートチャートチャートではではではでは、まだ、まだ、まだ、まだ 1530153015301530 ドルドルドルドル～～～～1111640640640640 ドルドルドルドルででででのもみ合いのもみ合いのもみ合いのもみ合いの範囲内の範囲内の範囲内の範囲内であであであであるがるがるがるが、為替も円安方向へ為替も円安方向へ為替も円安方向へ為替も円安方向へ

と向いており、対円でドル高でも価格が下がらないのが不気味と向いており、対円でドル高でも価格が下がらないのが不気味と向いており、対円でドル高でも価格が下がらないのが不気味と向いており、対円でドル高でも価格が下がらないのが不気味。 

…中略… 

 

CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 8/8/8/8/14141414 現在の現在の現在の現在のファンドのファンドのファンドのファンドのポジションポジションポジションポジションは、…中略… 

 

 

8/18/18/18/17777 現在の現在の現在の現在の ETFETFETFETF 残高は残高は残高は残高は、…中略… 

 

SEC（米証券取引委員会）への届け出から、米著名投資家のジョン・ポールソン氏、ジョー

ジ・ソロス氏ともに、今年第 2 四半期（4～6 月期）に世界最大の金 ETF"SPDR Gold Shares"

の保有高を増やしたことが判明。具体的に、6 月 30 日時点の保有高は、ポールソン社が対前期

（3 月末時点）比で 26％増、ソロス・ファンド・マネジメントは対前期比で 2 倍以上の増加と

なった。なお、ポールソン氏の保有高増加は 2009 年第 1 四半期以来、約 3 年ぶり。 

 

 結論として当方の相場観は、円安もあって、もみ合いを上放れて行く可能性が高まって来た。

安値が出る事を期待していた当方であるが、ここは一転して買いトレンドの発生に賭けてみたい

ところ。 
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〇東京プラチナ日足 

…削除済み… 

今週のプラチナの動き 

  8 月限（当限） 前日比 6 月限（先限） 前日比 

8 月 13 日 \3,523 -24 \3,540 -22 

8 月 14 日 \3,526 3 \3,550 10 

8 月 15 日 \3,552 26 \3,577 27 

8 月 16 日 \3,561 9 \3,587 10 

8 月 17 日 \3,700 139 \3,722 135 

プラチナ相場は、プラチナ相場は、プラチナ相場は、プラチナ相場は、先週号においては『まだしばらくは上値が重い展開が続くだろう。戻りが甘

いと、うかうかしているうちにもう一度ドスンと下げる可能性もあると思われ、今は買いポジシ

ョンを持つ気にはあまりならない』とコメントした。 

今週の相場展開は、3,500 円台でもみ合っていた相場が週末に急騰週末に急騰週末に急騰週末に急騰。一気に 3,700 円台に値を

飛ばしており、その後の夜間取引でも続伸し、3,7933,7933,7933,793 円と円と円と円と 3,8003,8003,8003,800 円台に接近である円台に接近である円台に接近である円台に接近である。 

 

先週号まで『結論から先にいえば、当方はまだ当方はまだ当方はまだ当方はまだ 3,4603,4603,4603,460 円（円（円（円（7/247/247/247/24）で大底を打ったかどうかに）で大底を打ったかどうかに）で大底を打ったかどうかに）で大底を打ったかどうかに

は、まだ懐疑的だは、まだ懐疑的だは、まだ懐疑的だは、まだ懐疑的だ。QE3 が行われての資金流入なら別だが、雇用統計での上昇には限界があるの

ではなかろうか。オリンピックが終われば、またそぞろ欧州債務危機が出てくるかもしれないし

…』としていた考えは、今週の週末の急騰で今週の週末の急騰で今週の週末の急騰で今週の週末の急騰で 180180180180 度転換度転換度転換度転換。これは強い相場であるとの考え方に大

転換だ。 

 

あっという間に金以上に強くなった背景には、…中略… 

 

その NY プラチナは、週末は 37.9 ドル高の急騰で、1471.81471.81471.81471.8 ドルドルドルドルまで上がって終了である。国

内換算では 66 円高であり、それは夜間取引で織り込み済みだが、NY も 16 日の急騰で様変わり

したわけだ。 

南アの採掘コストは南アの採掘コストは南アの採掘コストは南アの採掘コストは 1400140014001400 ドルと言われているドルと言われているドルと言われているドルと言われているわけだが、この上げで採算割れの 1300 ドル台

では底を打っていたという事であろう。 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京プラチナ一代の動

き 

      

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 8 月 \4,581 8 月 29 日 \4,726 9 月 7 日 \3,380 

12 月 30

日 

\3,700 

2012 年 10 月 \3,918 

10 月 27

日 

\4,570 3 月 14 日 \3,375 

12 月 30

日 

\3,716 

2012 年 12 月 \3,605 

12 月 26

日 

\4,582 3 月 14 日 \3,471 7 月 24 日 \3,732 

2013 年 2 月 \4,535 2 月 27 日 \4,589 3 月 14 日 \3,468 7 月 24 日 \3,724 

2013 年 4 月 \4,090 4 月 25 日 \4,141 4 月 27 日 \3,466 7 月 24 日 \3,725 

2013 年 6 月 \3,681 6 月 27 日 \3,855 7 月 5 日 \3,460 7 月 24 日 \3,722 

 

〇東京プラチナ－東京金価格差日足 
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…削除済み… 

 

週末現在のサヤは、3,722 円（プラチナ）－4,139 円（金）＝－－－－417417417417 円円円円。 

 

8/138/138/138/13 にはにはにはには－－－－555550505050 円円円円まで逆ザヤが拡大して、そこからはまで逆ザヤが拡大して、そこからはまで逆ザヤが拡大して、そこからはまで逆ザヤが拡大して、そこからは一気に戻し始めた一気に戻し始めた一気に戻し始めた一気に戻し始めた。－－－－333300000000 円円円円程度までは程度までは程度までは程度までは

戻すのではなかろうか？戻すのではなかろうか？戻すのではなかろうか？戻すのではなかろうか？ 

今後、株式市場の暴落などのアクシデントが無ければ、…中略… 

 

結論として当方の相場観は、相場は一気に様変わりしただろう。まずは買って、その後は押し

目買いの継続での急反騰相場を狙うのが良いだろう。第 2 の原油相場になる可能性が高いと見て

いる。 
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〔穀物〕〔穀物〕〔穀物〕〔穀物〕    

〇東京コーン日足 

…削除済み… 

今週のコーンの値動き 

  9 月限（当限） 前日比 7 月限（先限） 前日比 

8 月 13 日 \30,000 -250 \29,100 -890 

8 月 14 日 \30,000 0 \28,640 -460 

8 月 15 日 \30,000 0 \28,800 160 

  11 月限（当限） 前日比 9 月限（先限） 前日比 

8 月 16 日 \29,820 420 \27,810  

8 月 17 日 \29,950 130 \27,900 90 

まずはコーンから…まずはコーンから…まずはコーンから…まずはコーンから…    

先週号においては『春の 70 年ぶりの作付面積増～147 億 Bu の大豊作予想は、今は何十年ぶり

かの大干ばつで 107 億 Bu の生産高予想まで 3 割減となったわけだ。そして価格は 5.5 ドル→8.5

ドルへ 1.5 倍に駆け上がっている。天井を打たぬ相場は無いが、まだ生産高の下方修正が出るよ

うなら、相場の天井もまだ先と考えざるを得ないだろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、米農務省報告で材料出尽くしとなった（？）相場が 30,30030,30030,30030,300 円（円（円（円（8/138/138/138/13）か）か）か）か

ら急落ら急落ら急落ら急落に転じ、16 日に発会した 9 月限は逆ザヤ＆下落で 27,61027,61027,61027,610 円まで下落円まで下落円まで下落円まで下落。先物引き継ぎ足で

は 2,6902,6902,6902,690 円の下げ円の下げ円の下げ円の下げで、その後は横ばいで終了である。 

 

7/247/247/247/24 の安値の安値の安値の安値 27,59027,59027,59027,590 円はまだ割り込んでいないが、円はまだ割り込んでいないが、円はまだ割り込んでいないが、円はまだ割り込んでいないが、…中略… 

 

もっとも週末の夜間取引では、当限はすでに 3 万円台に乗せており、逼迫した需給を考えれば逼迫した需給を考えれば逼迫した需給を考えれば逼迫した需給を考えれば

逆ザヤ相場は続きそうだ逆ザヤ相場は続きそうだ逆ザヤ相場は続きそうだ逆ザヤ相場は続きそうだ。今後は強い期近～中物と、弱い先物とで逆ザヤの拡大が顕著になるの

かもしれない。 

そういう意味では、天候相場としては天井を打って終了したが、需給相場という新たなステー

ジに変化した相場だと言えるのだろう。 

 

 これに関しては、米農務長官が 17 日、…中略… 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京コーン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 9 月 \27,440 8 月 16 日 \35,660 8 月 1 日 \21,930 

11 月 28

日 

\\\\30,00030,00030,00030,000    

2012 年 11 月 \24,400 

10 月 17

日 

\30,800 7 月 31 日 \21,060 6 月 4 日 \29,950 

2013 年 1 月 \21,790 

12 月 16

日 

\30,260 8 月 10 日 \20,520 6 月 4 日 \29,610 

2013 年 3 月 \23,290 2 月 16 日 \\\\30,20030,20030,20030,200    8888 月月月月 13131313 日日日日    \20,820 6 月 4 日 \29,490 

2013 年 5 月 \23,250 4 月 16 日 \\\\30,30030,30030,30030,300    8888 月月月月 13131313 日日日日    \21,040 6 月 4 日 \29,280 

2013 年 7 月 \21,550 6 月 18 日 \\\\30,30030,30030,30030,300    8888 月月月月 13131313 日日日日    \21,490 6 月 18 日 \28,830 

2013 年 9 月 \\\\28,50028,50028,50028,500    8888 月月月月 16161616 日日日日    \\\\28,50028,50028,50028,500    8888 月月月月 16161616 日日日日    \\\\27,61027,61027,61027,610    8888 月月月月 16161616 日日日日    \27,900 
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 先週、同ザヤ相場へと変化した相場は、納会～発会を経て再び逆ザヤ相場へと変化しており、

おそらく今後も逆ザヤ相場は続くものと想定している。よって買うなら中物、売るなら先物であ

ろう。 

〇シカゴコーン日足 

…削除済み… 

 

週末週末週末週末 8/8/8/8/11117777 のシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場は、、、、11112222 月限月限月限月限でででで 0.250.250.250.25 セントセントセントセント安安安安のののの 808080807777.25.25.25.25 セントでセントでセントでセントでのののの終了終了終了終了。8/10 に 849.00849.00849.00849.00

セントセントセントセントまで上昇した後、一度 8 ドル台を割り込む下げを演じたものの、再び 8 ドル台に乗せて来

ている。 

 

チャートは東京市場ほど悪くない格好であるが、849849849849 セントはやはり天井だろうセントはやはり天井だろうセントはやはり天井だろうセントはやはり天井だろう。超えたら超えたら超えたら超えたら

10101010 ドル目標ドル目標ドル目標ドル目標だろうが、それには次回の米農務省報告で生産高が 100 億 Bu 台をも割り込む下方修

正になる必要があるだろう。 

8/108/108/108/10 はははは生産高生産高生産高生産高 107107107107 億億億億 7900790079007900 万万万万 BuBuBuBu、、、、在庫率在庫率在庫率在庫率 5.85.85.85.8％％％％であったが、これでも十分少ないわけだが、そであったが、これでも十分少ないわけだが、そであったが、これでも十分少ないわけだが、そであったが、これでも十分少ないわけだが、そ

れ以上となれば上がるだろうし、そうでなければ上がらないのは道理だ。れ以上となれば上がるだろうし、そうでなければ上がらないのは道理だ。れ以上となれば上がるだろうし、そうでなければ上がらないのは道理だ。れ以上となれば上がるだろうし、そうでなければ上がらないのは道理だ。 

 

なおなおなおなお CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 8/8/8/8/14141414 現在の現在の現在の現在のファンドのファンドのファンドのファンドのポジションポジションポジションポジションは、…中略… 

  

結論として当方の相場観は、天候相場での高値は 30,300 円で天井となっただろうが、今後も

逆ザヤ拡大で期近は需給相場での高値更新もあるだろう。限月ごとに戦略を変える必要があるか。 
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〇東京大豆日足 

…削除済み… 

今週の大豆の値動き 

  8 月限（当限） 前日比 6 月限（先限） 前日比 

8 月 13 日 \52,800 -6000 \49,200 -130 

8 月 14 日 \54,000 1200 \48,200 -1000 

8 月 15 日 \54,200 200 \48,600 400 

  10 月限（当限） 前日比 8 月限（先限） 前日比 

8 月 16 日 \56,600 300 \48,090  

8 月 17 日 \56,300 -300 \48,040 -50 

続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…    

先週号においては『チャートでは 50,490 円上抜けば舞い上がり、48,320 円を割り込めば崩れ

る展開だろう。ただし現状では、米国の大豆生産高の大幅下方修正により、上抜ける可能性の方

が高いと読む』とコメントした。 

今週の相場展開は、14 日に急落した相場が目先の下値抵抗線を割り込み、16 日から発会した

8 月限は 47,62047,62047,62047,620 円（円（円（円（8/178/178/178/17）の安値まで下落）の安値まで下落）の安値まで下落）の安値まで下落。そこからは 48,000 円台に戻しての終了である。 

 

コーンコーンコーンコーンの場合は今更ホット＆ドライが終了しても手遅れなのであるがの場合は今更ホット＆ドライが終了しても手遅れなのであるがの場合は今更ホット＆ドライが終了しても手遅れなのであるがの場合は今更ホット＆ドライが終了しても手遅れなのであるが、、、、大豆の場合はまだ恵大豆の場合はまだ恵大豆の場合はまだ恵大豆の場合はまだ恵

みの雨となるということで、非常に頭の重い展開になってしまったみの雨となるということで、非常に頭の重い展開になってしまったみの雨となるということで、非常に頭の重い展開になってしまったみの雨となるということで、非常に頭の重い展開になってしまった。 

在庫率在庫率在庫率在庫率 4.24.24.24.2％はコーンよりも需給逼迫％はコーンよりも需給逼迫％はコーンよりも需給逼迫％はコーンよりも需給逼迫であるが、これが相場の頭を完全に押さえつける原因と

なっているわけだ。 

 

チャートでは 46,40046,40046,40046,400 円（円（円（円（7/257/257/257/25）が次の下値抵抗線）が次の下値抵抗線）が次の下値抵抗線）が次の下値抵抗線であり、…中略… 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京一般大豆一代の動き      

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 8 月 \47,450 8 月 16 日 \61,960 7 月 23 日 \35,610 

12 月 15

日 

\\\\54,20054,20054,20054,200    

2012 年 10 月 \44,250 10 月 17 日 \62,100 7 月 23 日 \36,410 

12 月 15

日 

\56,300 

2012 年 12 月 \37,500 12 月 16 日 \63,950 7 月 23 日 \36,830 

12 月 16

日 

\56,050 

2013 年 2 月 \41,900 2 月 16 日 \60,000 7 月 23 日 \41,050 2 月 16 日 \52,750 

2013 年 4 月 \45,350 4 月 16 日 \56,480 7 月 23 日 \41,750 6 月 4 日 \49,440 

2013 年 6 月 \44,700 6 月 18 日 \52,190 7 月 20 日 \44,400 6 月 18 日 \48,460 

2013 年 8 月 \\\\48,02048,02048,02048,020    8888 月月月月 16161616 日日日日    \\\\48,59048,59048,59048,590    8888 月月月月 16161616 日日日日    \\\\47,62047,62047,62047,620    8888 月月月月 17171717 日日日日    \48,040 

  

〇シカゴ大豆日足 

…削除済み… 

    

週末週末週末週末 8/8/8/8/11117777 のシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場は、、、、11111111 月限で月限で月限で月限で前日比前日比前日比前日比 20.5020.5020.5020.50 セントセントセントセント高高高高のののの 1645.751645.751645.751645.75 セントセントセントセント。円安でもある

ため、国内換算では 670 円高と大きく戻している。ただし先にゆくほど上げ幅は小さく、東京市

場も上がるのは先物よりも中物か。 
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急反騰の要因は、降雨はあったがまだ不足しているという思惑降雨はあったがまだ不足しているという思惑降雨はあったがまだ不足しているという思惑降雨はあったがまだ不足しているという思惑であり、実質的にはほぼ天候

相場が終わってしまったコーンと比べれば、大豆の場合は天候相場が続いているということだ。 

 

さてシカゴのチャートでは、…中略… 

 

CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 8/8/8/8/14141414 現在現在現在現在ののののファンドのファンドのファンドのファンドのポジションはポジションはポジションはポジションは、…中略… 

 

結論として当方の相場観は、東京市場の先物チャートは一度崩れてしまっているが、限月別に

見ればまだ崩れていないところもあり、シカゴもさほど崩れていない。よって今後、更に逆ザヤ

が拡大すると読んで、中物を中心にまだ押し目買いに分があるだろう。 
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〔ゴム〕〔ゴム〕〔ゴム〕〔ゴム〕    

〇東京ゴム日足 

…削除済み… 

    

今週のゴムの値動き 

  8 月限（当限） 前日比 1 月限（先限） 前日比 

8 月 13 日 206.1 -3.7 213.9 -5.0 

8 月 14 日 198.1 -8.0 207.6 -6.3 

8 月 15 日 194.0 -4.1 209.5 1.9 

8 月 16 日 199.0 5.0 212.0 2.5 

8 月 17 日 208.0 9.0 221.0 9.0 

先週号においては『一代安値の更新中の相場は悪質だが、さすがに今週の下落で陰の極に達し

たのでは？ 戻りは売りかもしれないが、20 円～30 円は戻さないと、安易な安値売りはそろそ

ろ危険ゾーンに入ったのではあるまいか』とコメントした。 

今週の相場展開は、更に下落して全限一代安値の更新となった相場が、205.205.205.205.6666 円（円（円（円（8/158/158/158/15）まで）まで）まで）まで

下落下落下落下落。期近は 193.5 円と 200 円台を大きく割り込んだ。 

しかしさすがにそこから反発に転じた相場は、220 円台までは反騰。週末の高値は週末の高値は週末の高値は週末の高値は 224.8224.8224.8224.8 円ま円ま円ま円ま

であり、であり、であり、であり、19.219.219.219.2 円の切り返しである円の切り返しである円の切り返しである円の切り返しである。 

 

先週の陰の極予測から、…中略… 

 

先週号において『この情勢では、いずれはいずれはいずれはいずれは 200200200200 円を割る相場も出るのだろう…円を割る相場も出るのだろう…円を割る相場も出るのだろう…円を割る相場も出るのだろう…と思われるも

のの、皆がそう思えば一度戻るのが相場である皆がそう思えば一度戻るのが相場である皆がそう思えば一度戻るのが相場である皆がそう思えば一度戻るのが相場である。今回の今回の今回の今回の 215215215215 円から戻りがあるとすれば、やは円から戻りがあるとすれば、やは円から戻りがあるとすれば、やは円から戻りがあるとすれば、やは

りりりり 235235235235 円～円～円～円～245245245245 円が円が円が円が限界で、そこが売り場になるのだろう限界で、そこが売り場になるのだろう限界で、そこが売り場になるのだろう限界で、そこが売り場になるのだろう』とコメントしたわけだが、205205205205 円ま円ま円ま円ま

で下げたのだから戻りはで下げたのだから戻りはで下げたのだから戻りはで下げたのだから戻りは 225225225225 円～円～円～円～235235235235 円というところか円というところか円というところか円というところか。その辺まで戻れば、また売ってみて考

える相場であろう。 

 

 なお一代の動きは以下のとおり。 

東京ゴム一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 8 月 340.7 2 月 24 日 344.4 2 月 27 日 193.5 193.5 193.5 193.5 8888 月月月月 15151515 日日日日    208.0 

2012 年 9 月 341.2 3 月 27 日 341.9 3 月 27 日 198.5 198.5 198.5 198.5 8888 月月月月 15151515 日日日日    213.5 

2012 年 10 月 307.2 4 月 24 日 317.8 5 月 2 日 200.9 200.9 200.9 200.9 8888 月月月月 15151515 日日日日    215.8 

2012 年 11 月 267.8 5 月 28 日 274.0 5 月 30 日 203.6 203.6 203.6 203.6 8888 月月月月 15151515 日日日日    217.7 

2012 年 12 月 233.3 6 月 26 日 259.6 7 月 4 日 204.5 204.5 204.5 204.5 8888 月月月月 15151515 日日日日    219.7 

2013 年 1 月 230.2 7 月 26 日 238.4 7 月 30 日 205.8 205.8 205.8 205.8 8888 月月月月 15151515 日日日日    221.0 

 

当先のサヤは当先のサヤは当先のサヤは当先のサヤは、8 月限 208.0 円～1 月限 221.0 円と 13.013.013.013.0 円の円の円の円の順順順順ザヤザヤザヤザヤ。順ザヤ幅は若干拡大であ

る。 

  

週末週末週末週末現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、…中略… 
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国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は、7/31 現在で 961 トン減の 9,308 トン。8 旬連続の減少であり、1 万トン

の大台を割り込んだ。タイの市場介入で、国内在庫は再輸出されているのかもしれない。 

 

上海ゴム在庫上海ゴム在庫上海ゴム在庫上海ゴム在庫はははは、、、、…中略… 

 

上海ゴム価格は上海ゴム価格は上海ゴム価格は上海ゴム価格は、8/14 に暴落して 20,700 元まで下げたが、その後は反発して 21,000 元後半

までは戻した。 

 

今週の急落で、当業者による債務不履行が発生することも懸念され始め、タイ・インドネシア・タイ・インドネシア・タイ・インドネシア・タイ・インドネシア・

マレーシアのゴム生産主要三ヶ国マレーシアのゴム生産主要三ヶ国マレーシアのゴム生産主要三ヶ国マレーシアのゴム生産主要三ヶ国は、一層の価格下落を防止する目的で、ゴムの輸出をゴムの輸出をゴムの輸出をゴムの輸出を 30303030 万ト万ト万ト万ト

ン削減ン削減ン削減ン削減することで合意したと発表。 

これで週末は大きく戻ったわけだが、さてこのような対策で幾らまで戻せるかだ。基本、消費

されなければ、在庫はどこにあっても変わらないわけだから。 

 

 結論として当方の相場観は、205 円で目先底は打っただろうが、戻れば待ち構えている売りが

出てくるのは必至。引きつけての戻り売り狙いがベターであろう。 
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〔〔〔〔原油・原油・原油・原油・石油製品〕石油製品〕石油製品〕石油製品〕    

〇NY 原油日足 

…削除済み… 

今週の原油の値動き 

  8 月限（当限） 前日比 1 月限（先限） 前日比 

8 月 13 日 \53,080 10 \52,460 110 

8 月 14 日 \53,340 260 \52,900 440 

8 月 15 日 \53,400 60 \53,110 210 

8 月 16 日 \54,090 690 \54,040 930 

8 月 17 日 \54,200 110 \54,380 360 

まずは原油から…まずは原油から…まずは原油から…まずは原油から…    

先週号においては『押し目買い継続の相場ではあろうが、そろそろまた一押し欲しいところ。

5 万円割れでの買いを狙いたい』とコメントした。 

今週の相場展開は、NYNYNYNY 原油は原油は原油は原油は 96.2896.2896.2896.28 ドル（ドル（ドル（ドル（8/178/178/178/17）まで上昇）まで上昇）まで上昇）まで上昇。戻り高値の更新はまだ続いてお

り、円安であるため、国内市場 15 時半比では 490 円高の上昇となっている。 

 

なお週末のロンドンブレントはロンドンブレントはロンドンブレントはロンドンブレントは…中略… 

 

先週号で『底は入っている相場ではあるが、そろそろまた押しが欲しいところ底は入っている相場ではあるが、そろそろまた押しが欲しいところ底は入っている相場ではあるが、そろそろまた押しが欲しいところ底は入っている相場ではあるが、そろそろまた押しが欲しいところ』として来た

相場であるが、今週は全く押さずに高値更新を果たしているわけだが、押すとすれば相場の先導押すとすれば相場の先導押すとすれば相場の先導押すとすれば相場の先導

約であるロンドン、ドバイの反落であり、約であるロンドン、ドバイの反落であり、約であるロンドン、ドバイの反落であり、約であるロンドン、ドバイの反落であり、これこれこれこれがきっかけにならないかと考えているが、さて？がきっかけにならないかと考えているが、さて？がきっかけにならないかと考えているが、さて？がきっかけにならないかと考えているが、さて？    

 8/8/8/8/14141414 現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは、…中略… 

 

〇東京原油日足 

…削除済み… 

東京原油東京原油東京原油東京原油はははは、55555555,000,000,000,000 円円円円台台台台に迫るまでの上昇でありに迫るまでの上昇でありに迫るまでの上昇でありに迫るまでの上昇であり、先物、先物、先物、先物 3333 本は本は本は本は今週も今週も今週も今週も一代高値を更新一代高値を更新一代高値を更新一代高値を更新。ずっ

と陽線が続いている格好である。    

…中略…    

 なお一代の動きは以下のとおり。 

東京原油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 8 月 \59,290 3 月 1 日 \63,550 3 月 15 日 \44,230 6 月 22 日 \54,200 

2012 年 9 月 \60,800 4 月 2 日 \61,900 4 月 4 日 \43,780 6 月 26 日 \55,490 

2012 年 10 月 \57,430 5 月 1 日 \57,710 5 月 2 日 \44,310 6 月 26 日 \55,180 

2012 年 11 月 \47,650 5 月 1 日 \\\\55,11055,11055,11055,110    8888 月月月月 17171717 日日日日    \44,190 6 月 26 日 \54,850 

2012 年 12 月 \47,580 7 月 2 日 \\\\55,00055,00055,00055,000    8888 月月月月 17171717 日日日日    \46,240 7 月 3 日 \54,590 

2013 年 1 月 \48,890 8 月 1 日 \\\\54,83054,83054,83054,830    8888 月月月月 17171717 日日日日    \48,420 8 月 1 日 \54,400 

  

結論として当方の相場観は、大勢では押し目買いではあろうが、急反落を期待する。来週は売

り場探しが良いだろうと見ている。 
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〇東京ガソリン日足 

…削除済み… 

今週のガソリンの値動き 

  9 月限（当限） 前日比 2 月限（先限） 前日比 

8 月 13 日 \65,470 290 \62,550 360 

8 月 14 日 \65,810 340 \62,980 430 

8 月 15 日 \66,210 400 \63,140 160 

8 月 16 日 \67,610 1400 \64,110 970 

8 月 17 日 \68,180 570 \64,490 380 

続いてガソリンです…続いてガソリンです…続いてガソリンです…続いてガソリンです…先週号においては『大底は入っている相場ゆえに押し目買い継続だが、

そろそろまた大きな調整がやって来るか。ここからは利食い先行が良いだろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、週末まで続伸した相場が 65,00065,00065,00065,000 円台に接近円台に接近円台に接近円台に接近。先物 3 本は一代高値の更新

である。 

 

77,81077,81077,81077,810 円（円（円（円（3/153/153/153/15）→）→）→）→53,46053,46053,46053,460 円（円（円（円（6/6/6/6/26262626）まで）まで）まで）まで 24,35024,35024,35024,350 円円円円下げた相場は下げた相場は下げた相場は下げた相場は、、、、64,94064,94064,94064,940 円（円（円（円（8/178/178/178/17）まで）まで）まで）まで

11,48011,48011,48011,480 円円円円の反騰の反騰の反騰の反騰。半値戻しに近づき、半値戻しに近づき、半値戻しに近づき、半値戻しに近づき、5555 月月月月以降の下落分はほぼ回復したわけだ以降の下落分はほぼ回復したわけだ以降の下落分はほぼ回復したわけだ以降の下落分はほぼ回復したわけだ。 

相対力指数は…中略… 

チャートは押したらまた買いであろうが、ここからは鯛の頭としっぽはくれてやれ！という相

場であろう。 

 なお一代の推移は、以下のとおり。 

東京ガソリン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 9 月 \75,030 2 月 27 日 \77,810 3 月 15 日 \56,410 6 月 22 日 \68,180 

2012 年 10 月 \74,980 3 月 26 日 \75,430 3 月 28 日 \54,850 6 月 26 日 \66,800 

2012 年 11 月 \69,280 4 月 26 日 \69,690 4 月 27 日 \54,040 6 月 26 日 \65,690 

2012 年 12 月 \61,470 5 月 28 日 \\\\65,36065,36065,36065,360    8888 月月月月 17171717 日日日日    \53,530 6 月 26 日 \64,990 

2013 年 1 月 \54,070 6 月 26 日 \\\\65,03065,03065,03065,030    8888 月月月月 17171717 日日日日    \53,460 6 月 26 日 \64,620 

2013 年 2 月 \58,670 7 月 26 日 \\\\64,94064,94064,94064,940    8888 月月月月 17171717 日日日日    \58,160 7 月 27 日 \64,490 

 

8/8/8/8/11117777 現在の現在の現在の現在の業者間転売価格は業者間転売価格は業者間転売価格は業者間転売価格は、、、、…中略… 

  

8/8/8/8/11111111 現現現現在の在の在の在のガソリン在庫は、ガソリン在庫は、ガソリン在庫は、ガソリン在庫は、…中略… 

  

 結論として当方の相場観は、右肩上がりで上昇を続けた相場が、目標値に到達した。中東での

有事があって原油価格の上昇が続くのなら別だが、そろそろ今度は売り狙いに転換するのが良い

だろう。少なくとも、指数調整の下げはあるだろうと見ている。 
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〇東京灯油日足 

…削除済み… 

今週の灯油の値動き 

  9 月限（当限） 前日比 2 月限（先限） 前日比 

8 月 13 日 \64,610 -210 \66,330 -110 

8 月 14 日 \64,940 330 \66,760 430 

8 月 15 日 \65,260 320 \67,040 280 

8 月 16 日 \66,700 1440 \68,140 1100 

8 月 17 日 \67,150 450 \68,470 330 

最後に灯油です…最後に灯油です…最後に灯油です…最後に灯油です…先週号においては『押し目買い継続の相場であるが、そろそろ高値警戒感か

らの調整安も出るだろう。その際は、あんこの両建てという作戦も可だろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、6 連続陽線立ちした相場が 68,94068,94068,94068,940 円（円（円（円（8/178/178/178/17）まで上昇）まで上昇）まで上昇）まで上昇。ほぼ 5 月からの

下げをすべて回復しており、12 月限・1 月限は 69,000 円台乗せで、先物 3 本が一代高値の更新

である。 

    

5,7305,7305,7305,730 円円円円（（（（3/153/153/153/15））））→→→→57,57,57,57,040404040000 円（円（円（円（6/6/6/6/25252525）まで）まで）まで）まで 18,69018,69018,69018,690 円円円円下げた相場下げた相場下げた相場下げた相場はははは、、、、68,94068,94068,94068,940 円までの円までの円までの円までの 3333 段上げ段上げ段上げ段上げ

でででで 11,90011,90011,90011,900 円の上げと、下げ幅の円の上げと、下げ幅の円の上げと、下げ幅の円の上げと、下げ幅の 63636363％の戻し％の戻し％の戻し％の戻し。 

先物 3 本が 12 月限～2 月限と需要期限月であるため、…中略… 

    

 なお一代の推移は、以下のとおり。 

東京灯油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 9 月 \73,400 2 月 27 日 \75,730 3 月 15 日 \54,950 6 月 29 日 \67,150 

2012 年 10 月 \74,590 3 月 26 日 \75,370 3 月 28 日 \55,650 6 月 29 日 \67,810 

2012 年 11 月 \70,800 4 月 26 日 \71,400 4 月 27 日 \56,350 6 月 26 日 \68,410 

2012 年 12 月 \64,110 5 月 28 日 \\\\69,10069,10069,10069,100    8888 月月月月 17171717 日日日日    \56,800 6 月 26 日 \68,760 

2013 年 1 月 \57,800 6 月 26 日 \\\\69,17069,17069,17069,170    8888 月月月月 17171717 日日日日    \57,080 6 月 29 日 \68,690 

2013 年 2 月 \61,810 7 月 26 日 \\\\68,94068,94068,94068,940    8888 月月月月 17171717 日日日日    \61,350 7 月 26 日 \68,470 

  

8/8/8/8/17171717 現在現在現在現在の業者間転売価格はの業者間転売価格はの業者間転売価格はの業者間転売価格は、、、、…中略… 

 

8/118/118/118/11 現在の現在の現在の現在の灯油在庫は、灯油在庫は、灯油在庫は、灯油在庫は、…中略… 

  

 結論として当方の相場観は、3 月限発会まで高値追いが持つかどうか。いずれにせよ 3 月限は

逆ザヤで推移するはずだし、そこでこの戻り相場も終わるのではないかとの見方である。 
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〔為替〕〔為替〕〔為替〕〔為替〕    

〇ドル/円相場日足 

…削除済み… 

今週の 4 連続陽線立ちで、79 円台半ばまで円安が進行しており、80 円が近づいてきた。ここ

で失速せず、80 円台に乗せてくる展開になれば、いよいよ円安トレンドが発生するかもしれな

い。 

メリマンも IMF 専務理事も『円は買われ過ぎ』とずっとコメントしているが、ついにそれが

現実のものとなるのか？ 

来週からの動きには、注目だろう。 

 

〇ユーロ/円相場日足 

…削除済み… 

94.1094.1094.1094.10 円（円（円（円（7/247/247/247/24））））までの円高までの円高までの円高までの円高////ユーロ安ユーロ安ユーロ安ユーロ安が進んだあとは、98 円台まで円安となってきている。

この 94.10 円は相対力指数の逆行現象も出ている場面であり、円高のピークは打ったのかもしれ

ない。 

 

もっとも、いずれユーロは無くなる…というのが元々の当方の主張であり、100 円台に乗せる

ようなら大きな戻りもあるのかもしれないが、それはあくまでも短期的なチャートでの話と考え

ている。 

 

〇ユーロ/ドル相場日足 

…削除済み… 

 1.204 ドル（7/24）までドル高となった後、W 底を打ってドル安/ユーロ高になりつつあるチ

ャートである。 

 このところの商品高は、国内は円安で高い。米国市場はドル安（対円ではなく、対ユーロで）

で高いという情勢を映しているものと思われ、これが続くようなら買い方には追い風になるだろ

う。 

 

 

 このレポートは、私が個人的な判断で書いたものです。 

内容の責任はすべて私に帰するものですが、取引に対する利益を保証するものでは在りません。 

（当たり前ですが念のため） 

 

        ひげの中ちゃん相場情報 

                       中田幸一郎 

        メールアドレス info@higenaka.com 


